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ディスプレイ用薄板ガラス生産調整について 

 

当社は、ディスプレイ用薄板ガラスの生産を一部調整することを決定いたしましたのでお知らせいたし

ます。 

 

当該薄板ガラス市場は、世界的に昨年より供給過剰のため、需給バランスが悪化しております。当社と

しましては、環境の変化に迅速に対応するべく、生産の調整とそれによる在庫レベルの適正化を行う判断

をいたしました。 

 

当社グループは、日本及びベトナムに各 1 ラインの薄板ガラス生産用フロート窯を有しておりますが、

そのうちベトナムのライン（ベトナムにある 100%子会社（注）の 1 ライン）を一時休止いたします。休

止は 2016 年 5 月からを予定しており、ラインの再開時期は市場及び在庫の状況等を考慮して決定いたし

ます。 

 

なお、日本の 1 ラインは操業を継続、また適正な製品在庫も維持しますので、ベトナムでの生産調整に

よる全体の販売への影響はございません。今後ともディスプレイ事業は当社の重要事業と位置付けており、

新組成カバーガラス用 glanova（グラノヴァ）®の拡販等による高付加価値品の拡大を目指してまいりま

す。  

 

本生産調整に伴い発生する費用・損失は軽微です。 

 

注） ベトナムにある 100%子会社 

NSG ベトナムグラスインダストリーズ（VGI）社（所在地：ベトナム南部のバリア・ブンタウ省

ミースワン（ホーチミン市郊外））  

なお、VGI 社は薄板ガラス用のフロート窯以外に、薄膜系ソーラー用ガラス向けにもフロートラ

インを 1 ライン操業しておりますが、後者の操業は継続し、生産・販売共に影響はありません。  
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